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【特別展特集 1】

当博物館は、日本中がオイルショックに揺れた

波乱の年、昭和49年(1974) 11月10日に開館、今

年30周年を迎えます。

昭和45年(1970年、大阪万国博覧会の年でした)

Ⅱ月、当時の知事であった故・奥田良三氏による

市町村長懇談会での民俗資料収集保存提唱を契機

とし、翌46年10月に市町村のバックァップにより

資料収集の専門調査員94名を委嘱、全県下で有形

資料の第 1次所在調査が始まりました。さらに47

~48年にかけて所在調査を重ね、この時点で収集

された有形民俗資料(民貝)フ,4飴点をもって博物

館としてのスタートを切りました。

また、開館後、昭和54年には、県内市町村教育

委員会の協力を得て、第2次民俗資料収集として

当時の館蔵品の中では比較的資料の層が薄かった

部分、各種手工・製造用具、信仰用具及び講用具

について重点的に呼びかけ、 1,091点(うち重点収

集対象資料は925点)が収集されました。こうした

蓄積のーつの具体的成果として昭和57 (1982)年

度、吉野地域の山村生産関係用具、に26点が県の

有形民俗文化財指定を受けています。

上述のような大規模な体制の悉皆調査は、その

後は行われていませんが、当博物館では、その後

も資料の収集業務をその存在の根幹に関わる最も

重要な仕事と位置づけ、今日まで活動を続けて現

在、資料保有点数は4万点を超えるに至りました。

今回の特別展では、その中から質・量ともに最

も充実した内容を持ち、当館の代表的な収蔵品群

となっている「吉野の山村生産用具」と「奈良盆

地の農業生産・生活用具」にスポットをあて、紹

介いたします。

どちらも郷士大和が、我が国の歴史の中で最も

先進的な農林業地域として長く重要な位置を占め

てきた具体的な証を示すものであり、地域史資料

としてきわめて貴重なものといえます。

また、明治維新以後「近代化」といわれながら

も、日常のレベルでは伝統的な在り方を維持し続

けた人々の「暮らし」は、昭和30年代に始まる高

度成長とともに到来した大消費時代によって、か

つて経験したことがないほど急速に変貌しました。

これらの資料群は、そうした時代の転換点の最終

段階に存在し、変化の足跡を如実に示す「近代化

資料、」としても、その重要性が改めて注目されて

氏具が語る暮ら(の変建
資料収集 3 0年の軌跡

民俗N1物鯨力より V01.31

います。

本展示では、現在当館が作業を進めている「コ

レクション化」事業について、あわせて紹介いた

します。

当館では、平成14 (2002)年度よりこれまでの

有形民俗資料(民具)の蓄積をもとに、核となる

ものがほぽ蓄積できたと判断し得る項目について、

順次内容の再整理を行うとともに、補足調査・収

集を重点的に進めることによって資料群としての

充実を図る作業を本格的に進めています。これを

差しあたっての便宜的名称として「コレクション

化事業」とよんでいます。コレクション化とは、

当館の収蔵品を・一定のテーマのもとに、ストーリ

一性をもった資料群に組み立て直す作業です。そ

のねらいは、それぞれの民具がどのように有機的

に結びついて暮らしを形作っているのかを、より

具体的に例示し、民具を通じて人々の営みをより

立体的に浮かび上がらせ、地域の歴史的、文化的

特色という文脈から個々の民具が資料としてもつ

意眛を汲み取れるようにすることであり、民具を

あるテーマのもとに統合化することによって、当

館の収集意図を明確化することにあります。

その先駆となるのは、既述の「吉野の山村生産

用具」ですが、その後、新たに収集された関係資

料を含めてさらに詳細で充実した内容を目指し、

平成14年度より具体的な作業に着手しました。民

具の写真撮影や実測図の作成、調査票の作成など

を含め、 3年計画で作業を進めています。

続いて平成15年度後期からは「奈良盆地の農業

生産・生活用具」の体系化にむけた準備作業が始

まっています。この分野は、現状でその対象資料

が生産用貝約2,700点、生活用具約3,600点と膨大な

数に上るため、現在、作業の進め方についての基

本計画の策定し、その一部にあたる奈良盆地の牛

耕関係用具絲勺430点)の分類・整理作業が始まっ

たところです。

これらは時問がかかり、人目も引き難い地眛な

作業ですが、県民のかけがえのない文化的資産を

預かり、その価値をさらに高め、未来に受け継く

ための仕事に責任と誇りをもって粘り強く取り組

む博物館の姿を、この機会にご覧いただけれぱ幸

いです。

NO ](逸巻別牙)

( 1)
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【特別展特集2】

r奈艮盆地の

農業生産・生活用具ノ

コレクションイとに向けでー

(3)

はじめに

本稿は、「奈良盆地の農業生産・生活用具」コレ

クション化事業と特別展の概要を述べたものであ

る。

現在、当館には、30年問にわたって県内の各地

から収集してきた数万点の民具が保管されている。

これらの収蔵品の中で、奈良盆地の農業に関わる

民具については、平成15年(2003) 7月1日から

整理作業を行っている。当館では、この整理作業

を「奈良盆地の農業生産・生活用具」コレクシ,

ン化事業と呼んでいる。

コレクション化事業とは、これまで収集してき

た民具をテーマごとに分類して 1つの体系性を持

たせ、国あるいは県の指定文化財にすることを目

指すものである。民具からその地域の特徴や歴史
まとうか力

を窺うためには、それぞれの資料を関連づけて纏

めておく必要がある。体系的に纏められた民俗資

料は、地域文化や日本文化を理解する上で重要な

資料となる。

昭和四年(1974)Ⅱ月に当館が設立された時は、

昭和30~40年代の急激な社会変化の中で、庶民の

暮らしのあり方や変遷を知るために欠かすことの
さんいつ

できない民俗資料の散逸を防ぐために収集・保存

することを目的としていた。これまでに収蔵して

きた民具の種類と点数は、当館が民俗資料の保存

施設として全国有数の博物館に成長したこと、当

館の収蔵品が歴史学などの研究対象となり得るこ

とを示している。

その一方で、現在、設立当初に目標としていた

点数の約8割を収集し終えたことや収蔵スペース
てせま

が手狭になってきたこと、昭和30~W年代の社会

変化から30~40年経過して民俗資料が大幅に減少

していることや、実際に使っていた人が高齢化し
'C きミう ιン

ていることから、これまでの様に、民具を網羅的

に収集・保存することは困難である。今後は、特

定の資料を収集・保存することを目指すと共に、

収蔵資料の積極的な活用や意義づけを行う必要が

ある。

この様に、当館は、創立30周年を迎え、これま

での活動に節目をつけると共に、博物館として新

たな段階に入っている。その活動を象徴的に示し

ているのが、「吉野の山村生産用具」や「奈良盆地

の農業生産・生活用具」などのコレクション化事

業である。

今回の特別展ではこの 2つのコレクション化事

業の成果の一端を展示している。

宮隆司

民俗博物館たより VO】31

3

奈良盆地の農業生産・生活用具に関する民具は、

①近出末から近代および現代の奈良県北部・中部

の地域性や生活様式を物語る有形民俗資料である

こと、②20出紀前半に「奈良段階」と称されるほ

どの高度な生産性と稲作技術のあり方を具体的に

示す資料であること、③弥生時代から奈良盆地の

稲作の歴史は古く、その体系性は全国的にも優れ

ており、その地域に残された資料は貴重であるこ

と、④今後、民具と芳古資料との比較検討や民

NO.1 (1n巻915J・)

2

コレクション化事業を進めていく上で、先ず行

わなけれぱならないのは、30年間にどんな民具を

収集し、どんな民具を収集できていないのかを把

握することである。今後、収蔵できていない資料

の捜索と収集を優先し、収蔵できている資料と同

種の民具については、使用方法や使用年代などを

調査して写真などで記録保存することになる。

これは、収蔵する民具の取捨選択という行為を

学芸員が行わなければならないこと、収蔵できな
はいき

かった道具は廃棄されてしまうことを意味してい

る。道具が廃棄されてしまうのは、それを使って
そくせき

いた人や人類の足跡の一部を失うことでもある。

この様な状況下で我々にできるのは、民具の正確

な取捨選択ができる知識を持つこと、廃棄される

民具の詳細なデーターを蓄積していくことである。

そのためには、収蔵してある民具を詳細に分析し、

収蔵できない民具を記録保存できるシステムを構

築する必要がある。

先ず、同じ種類の収蔵民具を形態的な特徴に応

じて何型式かに分類し、その型式に地域差や年代

差、製造者の特徴が反映されていないかを押さえ

ておかなけれぱならない。そして、収蔵できない

民具は、使用年代や写真などと共に、収蔵民具の

何型式に相当するのかを記録しておく必要がある。

今回の特別展では、この様な認識の下、同じ種

類の収蔵民具を各型式に分類して展示している。

岩



具・考古資料に基づく近世・近代史の考察が盛ん

になることが予想され、その際の研究資料として

貴重であること。以上の 4点から、その資料的な

価値は高いと言える。

登録作業が完了した収蔵品は、平成15年(2003)

8月29日の時点で31,252点である。その内、奈良

盆地の農業生産・生活用具に該当するものは、

6β28点である(生産用具2,728点・生活用具3,600

点)。そして、このコレクション化事業は、以下

の様に、「(a)→(b)→(C)」と段階的に作業を進めて

いく予定である。

先ず、当館が収蔵している稲作用具を母体とし

ながら、④中耕除草関係や収穫・調整関係の用具

といった特定のテーマごとに数百点程度のコレク

ション化を行い、(b)それを基に奈良盆地の農業に

関する約6,000点のコレクション化を行う。そして、

最終的には、(cxa)(b)を踏まえながら奈良盆地の

農業生産・生活用具に関する約8,000点のコレクシ

ヨン化を目指している。

「奈良盆地の農業生産・生活用具」コレクショ

ン化事業は、ようやくスタートした所であり、今

民俗博物魚たよの VO]'31 NO.1 (通巻94Fナ)

ーーーーー
.ー、_一竺

＼'、

、
.、、▼

は、(a)段階の最初として、奈良盆地の牛耕関係用

具係勺430点)の分類・整理作業を行っている所

である。今回展示している資料は、このコレクシ

ヨン化事業の中で分類・整理した奈良県内の牛耕

関係の道具である(牛耕とは、人間が牛を使って

行う農作業のことである)。
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4

牛耕関係の道具は、①実際に農具として使われ
から司さ さいと き ぱいとき=ん力 1

た整・馬鍬・砕士機・培士機・カルチベーターな

どの「作業用具」、②農作業の時に牛の体に付け
カ・' くら

られた口籠・首木・鞍などの「装着用具」、③農

耕用の牛を飼育するために使われた押し切り・
かいばわけ

飼葉桶などの隙司育用具」に分けられる。今回の

特別展では、主に作業用具と装着用具について展

示している。
二ううんき

昭和30年代(1955~64)頃に耕耘機やトラクタ

ーなどの機械を利用した農業が主体となるまで

は、牛馬が農家の母屋の中や外に設けられた馬屋

で家族の一員として大事に飼われ、資材の運搬や

農作業などに利用されていた。しかし、機械化に
す力

伴って牛耕が廃れていくと、人間と牛馬が共に暮

らしていくこともなくなり、奈良盆地内の村では、

牛の姿を見ることもなくなった。

牛耕の作業・装着・飼育用具は、機械化以前の

農業を支える重要な道具であったと共に、人間と
商かし

牛馬が共に生きていた証でもあった。今回の特別

展では、この2つの側面に注目しながら展示を行

つている。
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おわりに

奈良盆地の農業生産・生活用具のコレクション

化には、数年かかる予定であるが、その整理作業

の過程で明らかになった点については、今回の特

別展の様に、その都度公表していきたいと芳えて

いる。
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【特別展特集3】

渠指定有形昆俗艾化財

r吉野の山村生産用具ノ
ーさらなる売実をめざ'しでー

奈良県南部、県面積の約6割を占める吉野郡は、

士質・気候等自然条件に恵まれ、良質のスギ、ヒ

ノキを産する先進的林業地域として早くからその

名を知られていた。また豊富な木材資源をもとに、

各種木材加工も行われ、住民のくらしを支えてい

た。これら吉野地方における生産活動の諸相を示

す用具を当館が収集・整理し、昭和58年(1983)

3月にに26点が奈良県有形民俗文化財として指定

を受けている小。
さんし上う

指定民具は大きく分けて、山樵関係用具、木工
うるし

関係用具、漆関係用具の3つから構成されている。

山樵関係用具としては、伐採から搬出及び植林に

至るまでの用具が、「吉野林業」の中心地として知

られる川上村・黒滝村・東吉野村など、吉野川流

域の「口吉野」をはじめ、十津川流域・北山川流

域の各村から広く収集されている。木工関係用具
たるまる

としては、樽丸生産の中心地であった黒滝村など

からの樽丸製作用具、吉野郡の林産物の集積地で

あるとともに各種加工業も盛んであった下市町か
さんぼう

らの桶製作用具、三方製作用具、割箸製作用具、
きじや ろくろ ひきもの

吉野町からの椀・盆など木地屋(轆轤師)の挽物

製作用具.が収められており、これらはスギ、ヒノ

キの植林によって生みだされた吉野の特産品とし

て名高いものである。

また、漆関係用具としては、「吉野漆」で知られ
キ幼 L お ほくそ 上のら

る西吉野村湯塩・北曽木・和田などの旧賀名生村
うるしかき

地区の漆掻用具、下市町からは漆塗用具がある。
やろう

さらに、十津川村武蔵の薬籠製作用具、天川村
上ろかわ さんム」うひしイく

洞川の柄杓製作用具、天川村三名郷を中心とした
イうた仁L山1士'乙

平杓子(飯杓子)製作用具、大塔村篠原・惣谷の

坪杓子(粥杓子)製作用具、江戸時代より「高野
せ

箸」として知られた野迫川村迫組・川並組の箸、
」上ら」

野迫川村今井の経木製作用具などが収集されてい

る。

収集品には完成品及び加工1程を示す半製品等

の関係資料・も含まれており、上記の「口吉野」を

中心とした吉野東部に対し、吉野西部の十津川村、

天川村、大塔村、野迫川村などの雑木を材料・とし

た加工品は「吉野林業」以前の山林利用の様子を

語ると同時に、「吉野林業」によって多様な植生.を

誇った吉野地域が広大な人工林に変化してゆくさ

まを物語っている。

県指定分は主に当博物館における収集成果の内

から分類に相当する民具のりストアップ作業によ

つて構成された資料群であったが、現在当館では

これに基づき「吉野林業」を中心とした、林業及

び林産加工業に関する体系的な民具のコレクショ

ン化を目指している。

具体的には、一連の加工工程をもう一度詳細に

洗い出し、対応する個々の民具を特定し、不足民

具を補強する作業が中心である。同時に、個々の

民具の計測、実測図作成、写真撮影を行い、現地

調査(フィールドワーク)によって使用法・使用

者・製作等のできるだけ詳細なデーターを収集す

ることで、その学術的価値を確固たるものにしな

けれぱならない。もちろん、他地域と吉野地方と

の比較については常に意識する必要がある。しか

し、上述したような精密なデーターが揃ってはじ

めて、他地域との比較が可能になるのであり、そ

の意眛では今回のコレクション化は、研究のため

の基礎的作業でもある。そのためにも文字情報だ

けでなく、図面や写真、影像資料も含めたデジタ

ルアーカイブとして広くアクセス可能な形にする

予定である。

ところで、コレクション化には、個々の民具の

情報を物質面から引き出す以上に、聞き取りを中

心にした現地調査によって、民具にまつわる歴史

的・地理的・経済的・民俗的なデーターを記録す

る作業が不可欠である。

近代以降、交通の発達によって吉野の林産加工

物は職人によって大量生産され、全国に送られて

いた。そのような、都市近郊の生産地としての吉

野を知るためには、流通の中心であった下市や五

條、あるいは高野などにおける文書調査なども重

要であろう。あるいは、現地調査に際しては、時

代や地域を背景にした個人経験の差異に留意する
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ことが重要であると思われる。特に今回のコレク

ション化事業に含まれる多くの生業は、戦後から

昭和30年代にかけて急速に消滅し、その後の高度

経済成長の時代のなかで、忘れ去られたものであ

る。現在、現地調査によって聞き取り可能な上限

は昭和10年代であり、その記憶も徐々に消えつつ

ある。紋切型の言い方ではあるが、現地調査は今

回が「最後の機会」であろう。

吉野地方は平野部における水田耕作とは異なっ

た生業に依拠した、典型的な「山村」として早く

から研究の対象になってきた場所である。市町村

史や調査報告書、あるいは大学等の研究機関によ

る調査に加え、多くの研究も存在している。戦前

の宮本常一氏による『吉野西奥民俗採訪録』はそ

の古典的な業績であり、近年では林業を中心にし

た藤田佳久氏の詳細な研究功ミ代表的なものであ

る。あるいは、『吉野の民俗ヨ創の著者である林宏

氏の詳細な調査ノートや、まとまった形にはなっ

ていないが、岸田日出男・定雄両氏による研究な

ど、地元の研究者による業績も存在する。今後の

コレクション化にあたっては、これらの先行研究

の成果を十分にふまえつつ、より精密な調査を実

施していく必要があろう。

①浦西勉「「吉野の山村生産用具」の県指定によせて」

(『奈良県立民俗博物館だより』 34号、 1983年)

②蛾轤を使い、椀などの挽物を製作した職人である吉野の

木地屋については、森本「吉野における木地屋の終陽を

めぐって」 q奈良県立民俗博物館だより』 9293合併号、

2004年)を参照されたい。なお、、に記文小の「筒井八幡

宮(君ケ畑)と高松御所(蛭谷)」(P1左)は「筒井八幡

宮(蛭谷)と高松御所(君ケ畑)」、「海南の中学校裏の船

屋」(P2左)は「海南の中学校裏の船尾」の誤りである。

③円本の11_1村』け也人書房、 1981年)、『日本育成林業地域

形成論』(古今書院、 1995年)、「吉野林業地粥ψ(古今書

院、 199811Ξ)など
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ならみんぱく春夏秋冬

【最近の活動かり

◆展覧会◆

特別陳列「四季おりおりの民具」

Ⅱ.三月節供一雛祭りー 平成16年3月2日(火)~4月4日(日)

年に一度、竺1鯨に寄せられた愛しい人形たちのおまつり

当館に寄噌された内尖辧や御殿飾りの雛人1杉、鮒餓市0搗軸ほか妾らし

い人形の数々、ままごと道貝、さらに雛人1杉のフりミティブな姿をノ>

に伝える火祓の人形、五修市南阿太の流し漸、淡島さまの折馴1小絵'円

などを展ボしました

一最近の活動から・お知らせー

五月節供と子供のまつりⅢ. 平成16年4月17日(士)~ 6月27日(日)

3月節供は、菖柿の節供ともいわれ、凸涌が「尚貳」に通じることな

とから今日、男の子の節供として祝う風習が一般化しています、

中田から仏えられた風習としての側而がある一方、我が凶においては

元来、印柏えを前にした1立も大切な時1剖であ 0、また梅雨、さらに本儁

的な安に恂けて疫病や虫害、肉然災響の心配される頃てもありました。

この節供を中心に、「野神まつり」と総称される行Ⅲが奈良盆地の各地

で行われます、まつりの主役を子供とし、その成長を願い、或いは祝い、

伺"にその若々しい生命力に託して稲作の無事を祈ります。郷上の五月

節供の風習と特色あるまつり、祭具、行事食などについて細介しました。

ワークシ1"プ「農耕具に触れてみよう!」
日時:平成16年6月20日(日)午後 1時半~ 2時半

担当:主任学芸員岩宮隆司

①什使力れていた「1上箕」や「下千iと札し」を実際に動かしてお米の炭

別をしてみませんか?

?, 仔苫;剣や「千石とおし」の使い方や思い出を1削かせてもらえません
か?

参加者は、人孚止や若いご両親と小字生の親了か殆どでしたか、休験を

辿して昔の膿貝左身近に感していたたくことができました,

Ⅳ.夏を涼しく一昔人の工夫一平成16年7月17日(士)~8月29日(日)

今日では、電化製品の普及などによって室温をコントロールすること

も可能ですか、そうしたものが身近になかった時代、人々はどのように

生活していたのでしょうか。

井戸まわりの道具、打ち水用の水桶と柚杓、ヨシスの衝立、団扇、日

傘、ガラスの器のいろいろ、人和薪の浴衣や麻の帷子、ハエ 1、りビン等

昭利40年代はじめ頃まで使用された懐かしい夏の牛活用具の数々から、

五感を逓して涼を誘い、白然となじみつつ安という季節を楽しんだ先人

の知愆と工夫が見えてきます。

◆講座・ワークショップなど◆

国際博物館の口記念講座「大和の民家」
日時:平成16年5月30日(日)午後 1時半~ 3時

講師:日本民俗建築学会評議員早瀬哲恒氏

平成]6年3 目3]日付で当民俗公團内の旧松井家イ主宅、旧八重川家村.宅、

旧前坊家住宅が新たに県の文化財指定を受けたことを記念した講座です'

人文地理学の立場からの長年にわたるフィールドワークの成果に基つ

き、大和の民家の変崖や地域的特色なとについてお話いただき、併せて

民俗公團の民家兒学会を行いました。

民俗博物餉たより
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▲ワークショップ「農耕具に触れてみよう1」

この他、映像上映会「廃皮の加工一毛切りといぶしー」 U 月29Π)、「じい

じいぱあばあ先生と雁さん」(6 Π26Π)、暫及講座「民俗資料の活用術」(フ

打27日)なとの1桜しを行いました、

【お知らせ】

■特別講演会「民俗博物館収集民具から奈良の古代を探る」

日時:平成16年10月17日(日)午後 1時半~ 3時

講師:神奈川大学教授河野通明氏

博物館窓口、電話、 FAX、往復葉当のいずれでも申込みできます

往復はがき、 FAXの場合は、住所・氏名・連絡先の電話番号を明

記して下さい(定員印名)

応募期間:平成16年9月18日~10月7日し必着)

■ワークシ.*プ「杓子づくり」

日時:平成16年11月3日(祝)午後 1時半~ 3時

講師:和泉惠夫氏

事前申込みは不要、当日先着30名様体験できます。
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〒639-1058 大和郡山市矢田町5'(大和民俗公園内)

TEL.07嶋、533171 FAX.0743-533173

開館時間:午前9時から午後5時まで(人館は4叶30分まで)

※公剛内民家集落の見学は午後1時まで

休館Π:毎週月1燿日(当日休日にあたる場合翌Πに振替)

年末年始

観覧料:大人200円学生]50円小人70円

※20名以上.団休割引あり

※価*以上、身障者とその付i、剰名は無料

※厩週」.岫!Πは小・小・高生は無料

※公園、民家1剥は無料

交通案内:近鉄郡山駅→奈良交迪バスターミナル①のりぱ→

絲Ⅵ5分)→「欠田東1_1_U 下車、北へ徒歩 7分

畊車場あり(乗用東H8台、バス18台、身障者優先3台)
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【計報】

当館の運営U茄義会委員上して、長年にわたりご指導い力だきまし力

奈良教青大学宅,巻教授木村袖一先生が、本年'1打 7日に逝去されま

した。

先生は、地方史研究の確立に邁進される一方、廂史教台に情熱を庄

ぎ、多くの優れた人材の育成に力を尽されまし力。突然の計撒に接し、

痛惜の念に耐えません。'bよりご冥福をお祈0 申し上げます。
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